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保
健
所
は
地
域
に
お
け
る
健
康
危
機

管
理
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
次
な
る

新
興
・
再
興
感
染
症
への
準
備
、
多
発
す

る
自
然
災
害
への
対
応
力
強
化
な
ど
、
求

め
ら
れ
る
ニー
ズ
は
年
々
増
加
し
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。
全
国
保
健
所
長
会（
以
下
、「
所

長
会
」と
い
う
）で
は
、
平
成
17
年
に
地
域

に
お
け
る
健
康
危
機
管
理
の
諸
課
題
に
対

応
し
、
保
健
所
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て「
健
康
危
機
管
理
に
関
す

る
委
員
会
」（
以
下
、「
当
委
員
会
」と
い
う
）

を
設
置
し
ま
し
た（
同
年
に
地
域
保
健
充

実
強
化
、
28
年
に
公
衆
衛
生
医
師
確
保

委
員
会
設
置
）。

当
委
員
会
は
、
全
国
各
ブ
ロック
か
ら
の

選
出
者
と
地
域
保
健
総
合
推
進
事
業
の

代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な

活
動
は
、
①
所
長
会
が
行
う
地
域
に
お
け

る
健
康
危
機
管
理
に
関
す
る
活
動
、調
査
、

意
見
提
示
等
に
つい
て
会
長
か
ら
の
諮
問

の
明
確
化
の
要
望
」を
提
出
、
当
委
員
会

は
取
り
ま
と
め
に
寄
与
し
ま
し
た
。
全
国

で
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
所
長
会
は
12
月

８
日
、
感
染
拡
大
地
域
に
お
け
る
感
染
症

法
の
運
用
の
見
直
し
や
医
療
施
設
お
よ
び

介
護
福
祉
施
設
な
どへの
感
染
対
策
支
援

を
求
め
た「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）対
策
に
お
け
る
緊
急
提

言
」を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。
３
年
１
月
15
日
の
第
51
回
厚
生
科
学

審
議
会
感
染
症
部
会（
以
下
、「
部
会
」と
い

う
）で
新
型
コロ
ナ
対
策
に
お
け
る
感
染
症

法
・
検
疫
法
の
見
直
し
の
案
が
示
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、所
長
会
は
１
月
27
日
に「
感

染
症
法
改
正（
案
）につい
て
の
意
見
」を
提

出
し
ま
し
た
。
４
年
１
月
14
日
に
所
長
会

は
会
員
協
議
を
開
催
し
、
当
委
員
会
の

指
定
発
言
を
基
に
新
型
コロ
ナ
の
法
的
位

置
付
け
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
２
月
２

日
、
会
長
名
で「
感
染
者
の
多
く
が
軽
症

で
あ
る
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対

策
につい
て
全
国
で
統
一
し
た
対
策
方
針
の

提
示
が
必
要
」と
の
緊
急
提
言
を
出
し
、

４
月
に
は
都
道
府
県
会
長
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
多
く
の
保
健
所
長
が
５

類
への
移
行
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
状

況
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
意
見
は

12
月
23
日
の
第
68
回
部
会
で
の
新
型
コロ

ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
に
係
る
考

に
関
す
る
検
討
と
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
研
修
が
始

ま
り
ま
し
た
。
30
年
度
か
ら
は
山
中
朋

子
会
長
、
前
田
秀
雄
委
員
長
の
下
で
、
西

日
本
豪
雨
、
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東
部
地
震
で
の

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
支
援
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
運

用
方
法
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
31（
令

和
元
）年
度
か
ら
は
白
井
千
香
委
員
長
の

下
で
、
地
域
保
健
総
合
推
進
事
業「
災
害

時
健
康
危
機
管
理
活
動
の
支
援
・
受
援

体
制
整
備
と
実
践
者
養
成
事
業（
池
田

班
）」が
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
要
員
の

育
成
が
本
格
化
し
ま
し
た
。ま
た
筆
者
は
、

自
県
の
佐
賀
豪
雨
災
害
で
県
保
健
医
療

調
整
本
部
長
代
行
を
務
め
、
近
隣
県（
熊

本
、
大
分
、
長
崎
）か
ら
の
支
援
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
と
共
に
災
害
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
コロ
ナ
禍
で
池
田
班
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
が
始
ま
り
、
当
委

員
会
は
こ
れ
に
協
力
し
ま
し
た
。
３
年
度

か
ら
は
内
田
勝
彦
会
長
の
下
で
厚
労
科
研

「
実
践
を
踏
ま
え
た
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
質
の
向

上
、
構
成
員
、
受
援
者
の
技
能
維
持
に
向

け
た
研
究（
服
部
班
）」と
の
連
携
に
よ
る
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
人
材
育
成
が
行
わ
れ
、
４
年
度

は
副
委
員
長
２
名
体
制（
豊
田
誠
所
長
と

筆
者
）の
下
で
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
養
成
研
修（
西

田
班
）に
加
え
、Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
行
政
リ
ー
ダ
ー

研
修
も
始
ま
り
、
当
委
員
会
は
こ
れ
ら
の

活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。

５
年
度
11
月
か
ら
は
入
江
ふ
じ
こ
委
員

長
の
下
で
、
第
80
回
所
長
会
総
会
会
員

協
議
で「
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
活
動
の
推
進
につい
て

～
こ
れ
か
ら
の
期
待
～
」に
つい
て
議
論
し

ま
し
た
。
６
年
１
月
能
登
半
島
地
震
の
発

生
を
受
け
、
被
災
地
支
援
活
動
に
関
す

る
情
報
共
有
を
目
的
と
し
た
能
登
半
島

地
震
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
運
用
を
開
始
。

１
月
24
日
に
は
地
域
保
健
の
充
実
強
化
に

関
す
る
委
員
会
と
当
委
員
会
の
協
働
で

「
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
被
災
者
の
健

康
を
守
る
対
応
につい
て（
提
言
）」を
作
成
、

２
月
に
は
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
Ｄ
Ｈ

Ｅ
Ａ
Ｔ
の
現
地
活
動
運
用
に
関
す
る
課
題

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

６
年
度
か
ら
は
藤
田
利
枝
会
長
の
下

で
、
所
長
会
総
会
の「
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
役
割

と
今
後
の
展
望
」に
関
す
る
会
員
協
議
や
、

第
83
回
日
本
公
衆
衛
生
学
会
総
会
公
募

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
画
し
ま
し
た
。「
健
康

危
機
発
生
時
に
お
け
る
保
健
所
設
置
自

治
体
や
保
健
所
の
組
織
体
制
並
び
に
人

材
育
成
等
の
強
化
、
及
び
ブ
ロッ
ク
ご
と
の 

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
体
制
強
化
の
た
め
の
研
究（
池

田
班
）」で
は
地
方
ブ
ロッ
ク
で
２
つ
の
実
証

訓
練
が
あ
り
、
委
員
は
ファ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

等
で
参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
厚
生
労

働
省
委
託
事
業
に
よ
る
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
への
災
害
時
感
染
制
御
支

援
チ
ー
ム
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
務
局
と
運
営
委
員

会
の
立
ち
上
げ
を
受
け
、
筆
者
は
所
長

会
代
表
と
し
て
同
委
員
会
で
の
避
難
所
等

に
お
け
る
感
染
症
対
策
支
援
の
議
論
に
参

画
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
委
員
会
は
災
害
対
応
体

制
の
強
化
と
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
発
展
に
も
寄

与
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
本
稿
に
は
記
載

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
委
員
会
は「
新
興
・

再
興
感
染
症
等
推
進
事
業
班
」や「
院
内

感
染
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
保
健
所
の
連

携
推
進
事
業
班
」ほ
か
、
多
く
の
地
域
保

健
総
合
推
進
事
業
や
厚
生
労
働
行
政
推

進
調
査
事
業「
保
健
所
に
お
け
る
健
康
危

機
管
理
対
応
の
推
進
等
に
関
す
る
研
究
」

（
代
表
研
究
者
、
尾
島
俊
之
・
浜
松
医
科

大
学
教
授
）、
厚
生
労
働
科
学
研
究
事
業

等
と
連
携
し
て
活
動
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
当
委
員
会
が
非
常
に
良
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
下
で
活
動
で
き
た
成
果
と
考
え
ま
す
。

筆
者
は
７
年
度
か
ら
委
員
長
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
が
、
保
健
所
に
お
け
る
健
康

危
機
に
関
す
る
課
題
は
ま
だ
山
積
し
て
い

ま
す
。「
こ
れ
ま
で
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
」こ
と
を
大
切
に
、
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
全

国
の
保
健
所
お
よ
び
公
衆
衛
生
関
係
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

慮
要
素
の
検
討
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
５

年
１
月
16
日
に
会
長
は
厚
生
労
働
省
健

康
局
長
に「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
隔
離
・
行
動
制
限
措
置
の
問
題
」に
つい

て
意
見
を
提
出
、
１
月
23
日
の
第
69
回
部

会
で
の
論
点
整
理
を
経
て
、
１
月
27
日
の

第
70
回
部
会
で「
新
型
コロ
ナ
は
感
染
症

法
上
５
類
感
染
症
に
位
置
付
け
る
べ
き
で

あ
る
」と
の
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
２
月
16
日
に
は
会
長
、
委
員
長
ら

は
厚
生
労
働
大
臣
ら
と「
医
療
体
制
につい

て
は
５
月
８
日
に
名
実
と
も
に
５
類
に
す

る
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
」と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コロ
ナ
が
同
日
５
類

感
染
症
と
位
置
付
け
ら
れ
る
ま
で
、
当
委

員
会
は
会
長
の
指
揮
の
下
で
全
国
の
保
健

所
長
と
共
に
、
長
い
月
日
に
わ
た
り
対
策

の
見
直
し
に
関
わって
き
ま
し
た
。

な
お
、
当
委
員
会
で
は
保
健
所
が
健

康
危
機
管
理
の
拠
点
と
し
て
、マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
を
維
持
し
、
危
機
発
生
時
に
は

機
動
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う「
健
康
危
機

管
理
の
体
制
整
備
に
関
す
る
提
言
」を
３

年
12
月
20
日
に
会
名
で
示
し
て
い
ま
す
。

２
．災
害
対
応
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
、
所
長
会
で
は
宇
田
英

典
会
長
の
下
で
、
広
域
災
害
時
に
お
け
る

公
衆
衛
生
支
援
体
制（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）整
備

誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
所

長
会
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
意
義
と
検
査
体
制

の
説
明
お
よ
び
誹
謗
中
傷
の
防
止
等
を
国

民
に
啓
発
す
る
こ
と
を
求
め
、
３
月
６
日

「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
）対
策
に
お
け
る
緊
急
要
望
」（
白

井
千
香
委
員
長
、
筆
者
副
委
員
長
ら
は

案
の
取
り
ま
と
め
）を
国
に
提
出
し
ま
し

た
。
３
月
15
日
に
は
厚
労
科
研「
地
域
保

健
に
お
け
る
保
健
所
に
求
め
ら
れ
る
役
割

の
明
確
化
に
向
け
た
研
究
」（
代
表
研
究

者
、
尾
島
俊
之
・
浜
松
医
科
大
学
教
授
）

と
委
員
長
の
連
名
で「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
保
健
所
・
都
道

府
県
に
お
け
る
創
意
工
夫
の
事
例
」を
示

し
ま
し
た
。
検
査
数
の
不
足
や
検
査
目
的

に
よ
る
混
乱
が
続
い
た
た
め
、
所
長
会
は

５
月
６
日「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
の

検
査
につい
て
の
緊
急
要
望
」を
、５
月
７
日

「
相
談
・
受
診
の
目
安
の
改
定
に
関
す
る

意
見
」を
、８
月
３
日「
自
宅
療
養
対
象
者

健
康
危
機
管
理
に
関
す
る

委
員
会
の
活
動
報
告

健
康
危
機
管
理
に
関
す
る
委
員
会
　
委
員
長
／
佐
賀
県
佐
賀
中
部
保
健
所
長
　
中
里 

栄
介

に
応
じ
協
議
検
討
す
る
こ
と　

②
災
害
や

感
染
症
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
対
策
等
に
関
す
る
地
域

保
健
総
合
推
進
事
業
班
や
厚
生
労
働
科

学
研
究
事
業
班
等
と
連
携
し
活
動
す
る

こ
と
―
で
す
。
年
3
回
の
委
員
会
開
催
、

前
記
事
業
班
への
参
加
の
ほ
か
、
厚
生
科

学
審
議
会
等
国
の
会
議
の
委
員
と
し
て
政

策
提
言
も
行
って
い
ま
す
。
近
年
の
当
委

員
会
の
活
動
は
、『
全
国
保
健
所
長
会
70

周
年
記
念
誌
』に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
稿
は
こ
の
後
の
取
り
組
み
につい
て
記
載

し
ま
す
。

１
．�新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）

へ
の
対
応
に
つ
い
て

令
和
2
年
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症

（
以
下
、「
新
型
コロ
ナ
」と
い
う
）の
発
生
当

初
よ
り
保
健
所（
お
よ
び
地
方
衛
生
研
究

所
）に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ほ
か
多
く
の
負
荷

が
か
か
り
、
特
に
早
期
は
患
者
に
対
す
る

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り


